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Google 
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経営教育の研究会がゼミの場 

 月例会で私は、時事や歴史のゼミ教材を発表。老化対策。 

 防衛省にいたので戦争、乗物、災害の話題が多い。 

 日本海海戦ゼミ資料初版 ｗｉｋｉｐｅｄｉａ等のミス指摘 

 改版：一次資料の史実のみの資料に 
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駆逐艦樫。全長100m 

人事教育の師匠青木武一氏が今年逝去（９３歳） 
戦艦武蔵で研修。５２駆逐艦隊の海軍主計大尉。部下に文部事務次官の井内慶次郎氏。 
共同石油等の人事部長。杏林大学等教授。民間人教員採用の第一号。経営経済学博士。 

http://livedoor.blogimg.jp/irootoko_jr/imgs/d/a/dac04c68.jpg
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少子少老化 



http://web.thn.jp/kimijima/body/FourthRoad/00ForthRoad.htmで公開 

2013．7 笹子トンネル天井落下死傷事故     「原因は保守不足ではなく設計不備」 

2012.12 竜巻防災のための農地林            「竜巻は江戸時代の開拓農地が生む」  

2012．2 雪下ろしは窒息が恐い              「雪が口や肺を圧迫」 

2012. 2 法隆寺の建築デザイン            「太子・二王子図は整列姿ではない」 

2012．1 地震関係のいくつかの話題      「津波死学校訴訟は校長による」 

2012．1 元禄赤穂事件の真相         「赤穂市民は義士祭が嫌い」 

2011.11 天竜川川俣地区川下り船転覆    「転覆させたのは河原の木」 

2011．7 新潟豪雨                 「逃げて助かる越後人の伝承」 

2011. 4 能力等級制度の中止                    「財務省が人事論の迷走を阻止」 

2011. 3 東日本大震災                              「津波は落ちてくる」 

2011. 2 報道エラー                 「飛行機が鳥を吸い込むはずがない」 

2011. 2 八甲田山雪中行軍遭難        「新田小説が教材に使われる不思議」 

2010. 7 ヘリコプターの事故                        「ヘリコプターにはアクセルがない」 

2010. 7 メンタルヘルス教育            「厚生労働省では精神病＝ウツ症」 

2010. 7 窒息死                   「健常者でも簡単に死ぬ肺不全」 

2010. 7 政治主導                 「大臣は議員であっても行政者」 
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私の経歴と、老後のゼミ教材作成作業 
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富士通サーバが約
2700万ページの 

公文書のPDF提供 

ＦＯＲＴＲＡＮコンパイラ開発 

ソフト開発作業標準の改版 

 

 

国立公文書館 
ウエブを閲覧 

５５歳まで富士通 

教育作業標準（ＩＤ）の改版 
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肩叩きされた民間人を海上自衛隊が採用。教育専門官（６級） 
教官マニュアルをＩＤ・ipstpi教育スキル標準に合わせて改版 

 

2014.11.6 対馬海戦ゼミ教材の改版 6 

教育訓令の改定は防衛大臣の仕事 
教育訓令はカリキュラムや担当者を規定 
 ＩＤやｉｂｓｔｐｉ標準で間に合わないこと？ 
 経営の定石が基盤になっているか 
 自衛隊は教育にも規則と帳票がある 

 会社、学校、役所、病院を自衛隊から
見ると「規則なしでよく教育できるね」 



日本海では蔚山、元山津、ウラジオでも海戦あり 
外国は対馬海戦「Battle of Tsushima」と呼ぶ 
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旅順 ウラジオストック 

鬱陵島 

竹島 



対馬海戦の山場（第１合戦）の位置 
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第１合戦 
沖の島 
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沖の島の神社付人の観戦日誌 



ゼミ資料の基にした日本海海戦の公文書 
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ロシア旗艦記録 ８２ページ 明治３７年分 ６４２ページ 明治３８年分 ５６８ページ 



 
読みやすい中間表現へ書き換え Ｗｏｒｄ文書４９６頁 

・・・ヲ猛射セリ是ヨリ先キ敵ノ右翼列ハ前進シテ左翼列ヲ併セ單縦
陣ヲ作ラントスルモノヽ如クナリシカ今ヤ兩列トモ漸次東方ニ變針シ
テ不規則ナル單縦陣形ヲナシ我ト竝航スル姿勢トナレリ我モ亦時
々少シク針路ヲ變シ驅逐隊ハ敵ノ弾着距離以外ニ在リテ適宜ニ運
動シ第一第二戰隊ハ愈〃彼ヲ撃壓セシニ幾モナクシテ第五番ニ位
セル「オスラービャ」ハ大火災ヲ生シ黒煙空ニ騰ル次テ彼我・・・ 

・・・を猛射せり。 

 これより前、敵の右翼列は前進して左翼列を併せ、単縦陣を作ら
んとするものの如くなりしが、今や両列とも漸次東方に変針して、不
規則なる単縦陣形をなし、我と並航する姿勢となれり。我もまた時
々少しく針路を変じ、駆逐隊は敵の弾着距離以外にありて適宜に運
動し、第一、第二戦隊はいよいよ彼を撃圧せしに、間もなくして第五
番に位するオスラービャは大火災を生じ、黒煙空に騰る。・・・・・・ 
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旧漢字は手書き入力やウエブ辞書で調査 
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信濃丸のロシア艦隊発見 
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2時45分 汽船の灯火を発見 
 

3時55分 白赤白の三点灯火と分かる 

4時40分 左舷廻り臨検しようと近づくと 4時45分 左舷に十数隻の艦影発見 

●●● 

信濃丸 

●●● ＋ ＋ 

信濃丸 

信濃丸 

●●● ●●● ●●● 

信濃丸 



そんなこと書いてあるのか 

一次資料「信濃丸日誌」 

 午前2時45分～一汽船の灯火を認め、3時55分に至り～漸次接近せしに、彼れの
右檣に白・赤・白の３灯を連掲するを認む。～後方を廻り左舷に出でて、4時30分～
敵の仮装巡洋艦ドニエプル号と同型なり。～4時40分～備砲なきもののごとし。よっ
てあるいは病院船ならんかと想像し・・・ 

 黎明（夜明け）～臨検（乗船捜査）の手続に着手せんとする時～艦首の左舷に～十
数隻の艦隊となお数条の煤煙を見、（信濃丸の）艦位既に敵艦隊の列間に突入しお
るを悟り、直ちに転航し～無線電信にて敵艦隊の東航しあるを報告し～ 

 敵艦隊はすべて灯火を密閉しあるに関わらず、病院船は普通航海灯と特別標灯を
加え掲揚せしたり。思うに敵の大失策ならんか。もし他艦と同様にすべて灯火の表
出なかりしならば、～到底彼らを発見するを得ず。 

二次資料「日本海海戦」（wikipedia） 

  午前2時45分～艦長成川揆大佐指揮の連合艦隊特務艦隊仮装巡洋艦「信濃丸」
が汽船（バルチック艦隊の病院船「オリョール」であった）の灯火を夜の海上に視認し
た。接近したところ、4時45分突如無灯火航行中の艦影・煤煙を多数視認し、此を無
線電信で通報せんとした。「敵艦見ユ」である。 

 「信濃丸」が夜間に病院船「オリョール」を発見できたのは、バルチック艦隊で1艦だ
け「オリョール」が灯火管制を守っていなかったためであった。 
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日露海軍は旧知の間柄 

1853年 吉田松陰が、長崎で密航しようとしたロシア軍艦に乗り遅れ 

1861年 ロシア軍艦が対馬来航。租借地要求事件 

1891年 ニコライ皇太子（日露戦争時の皇帝）が世界各地を軍艦で歴訪。 

      日本では長崎→鹿児島→神戸・京都（大津事件） 

 

 

 

 

 

 

  

 御召し艦（巡洋艦）アゾヴァ 

 装甲巡洋艦モノマフ     対馬海戦で魚雷被害。降服後に自然沈没  

 装甲艦ナヒモフ        対馬海戦で魚雷被害後に自沈 

 砲艦コレーツ（高麗）     仁川港戦で砲撃被害後に自沈      

 砲艦ボーブル         旅順陸戦日本勝利後の陸砲により旅順港で破壊 

 砲艦マンジュール       対馬海戦では中国に待機。日本船になり1945年に空襲で破壊 

 日本側の先導艦は八重山 対馬海戦では通報艦 

1895年 太平洋艦隊が長崎・横浜に分散寄港。清へ三国干渉の時に日露は一触即発の状態 
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日露戦争でも初年から手合わせ 
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日露共に対馬通過案が第一候補 

ロシア側の史実 
－ 外洋での突破は容易。撃滅はない。 
－ 海峡突破後の主戦場は対馬が広い。 
－ 津軽・宗谷でも対馬から駈けつけ可能 
 津軽・宗谷案の利点・成功率は小さい 



「史上稀な完勝」は主観。本格海戦がそもそも稀 
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ボクシング型の対等戦でなく 
アメフット型突破戦なのも稀 
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戦艦・巡洋艦・駆逐艦は三すくみ 
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戦艦（大型艦）： 全長１３１ｍ、２２９ｍｍ厚の補強       直径30.5ｃｍ、長さ91ｃｍの砲弾 
 
 
 
                                     敵艦の戦闘機能を劣化させる。 
                                     しかし沈没させるのは困難。 
                                     船は重いので逃げるのは不得意。 

巡洋艦（中型艦）： 全長１０５ｍ、８９ｍｍ厚の補強    直径7.6ｃｍ、長さ30ｃｍの速射砲弾 
 
 
                                     機関銃に似て命中率が高い。 
                                     駆逐艦なら破壊できる。 
                                     20ｃｍ砲を持つが主役艦ではない。 
                                     戦艦の護衛や遠地出張に向く。 

駆逐艦（小型艦）： 全長６９ｍ、２５ｍｍ厚の補強               直径４５ｃｍ、長さ５ｍの魚雷 
 
 
                                           水線下の舷側を破壊して沈没させる。 
                                           接近しないと命中不良なので夜に活躍。 
                                           昼間は掃海や沈没船救助など。 



沈船の敵兵を救助するのは武士道か 

1904.2 ロシア「もし二隻の駆逐艦を派遣するにとどめず、四～六隻を出し
たらんには、日本沈船の将兵の一部を捕虜にできただろうに。日本船の将
兵のほとんどが日本側に救出せられたる事実は、将来に影響大である」 

1904.5 ロシア「（沈船から浜辺へ逃れた）日本兵１９名を捕虜とせり」
1905.1 203高地戦のロシア軍降服の条約で、日本軍の捕虜を返還。 

     日本沈船の乗員が捕虜となりて生存せるを発見。 

 

 

 

 

 

 

 日本軍だけの美談とされがちだが、ロシア軍も敵兵を救助している。 

 敵兵を救助するのは国際慣行と実利があるからだ。 
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 上村長官は、沈没させたロシア艦リューリクの乗員の救助を命じた。
「溺れる者を悉く救助せよ」とあった。第二戦隊の旗艦出雲は、沈没した
リューリク乗員の生存者のほとんどを救出した。 

 この行為は、日本武士道の美談として、ロシア戦史に特筆されると同
時に、海軍軍人の範として全世界に伝わり、各国海軍の間で語り継が
れている。 



アメフット型海戦の改善の経過 
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1904年8月黄海海戦 1905年5月対馬海戦 

第１合戦 Ｔ字戦法不発で 
露軍ファーストダウン成功 

第２合戦 追跡しＴ字戦法 
  露軍セカンドダウン失敗 

第１合戦 Ｔ字戦法 
  露軍ファーストダウン失敗 

①最初にここを解説 

②後で 
ここを比較 

図の出典：「日本戦艦史」（http://www.geocities.co.jp/Bookend-Ohgai/3853/jnbh/jnbh22.htm#name1） 

http://www.geocities.co.jp/Bookend-Ohgai/3853/jnbh/jnbh22.htm#name1
http://www.geocities.co.jp/Bookend-Ohgai/3853/jnbh/jnbh22.htm#name1
http://www.geocities.co.jp/Bookend-Ohgai/3853/jnbh/jnbh22.htm#name1


黄海海戦第２合戦 １７：３８ 砲戦再開 
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14:30に突破されたが、夕方の１７：３０頃追いつけた 

前日の合戦で故障。 
再発して速度低下？ 

追いついた 
なぜだろう 



１８：０７ 並航戦からＴ字戦法再開へ  
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（注：背景の灰色は夕暮れの度合いを表す） 



１８：３７ ロシア旗艦に着弾２発  
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遅い艦隊の方が 
命中されやすい 

夕暮れが始まった 
最後のチャンスか 



18:50 ロシア旗艦が左転針。後続艦は追随 
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司令長官重体 
舵が故障 

艦隊指揮を引継 

見捨てずに行こう 

暗くて敵艦が
見えにくい 

 艦隊指揮を引き継いだ侯爵ウフトムスキー少
将は、ニコライ２世が皇太子時代の1981年に
日本に寄港した時に、記録係として随行した。 



19:00 旧旗艦が左回転継続。他艦は衝突回避 
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舵の故障だな。 
危ない。衝突する 



19:25 旧旗艦が左回転継続。他艦は回避終了 
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日が暮れてよく見えない 



19:50 ロシア艦隊は旗艦と別行動 
20:00 砲戦終了。夜間の駆逐艦襲撃へ。 

翌日：ロシア艦隊は石炭欠乏等により出発地へ帰港へ 
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舵が復旧 
旅順港へ帰港！ 



黄海海戦第２合戦で得られた教訓 

日本：第１合戦は敵の旅順への引還しも想定。離れた砲戦が失敗。 

    第２合戦は接近して砲撃が成功したが、我々も危険だった。 

    魚雷と違って砲撃では撃沈は難しい。 

    夜間の魚雷戦も撃沈の成功率が極めて低かった。 

    「アメフット」守備側は敵の全艦隊撃沈を成功させるのは困難 

    次回はどうしたらよいか？ 
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ロシア：突破は難しくない。しかし、 

    第２合戦は、故障や旗艦火災により、突破に失敗。 

    「アメフット」攻撃側は突破は容易だが、全艦ゴールは困難。 

    次回はどうしたらよいか？ 
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左：1904年黄海海戦   大回頭15分前   右：1905年対馬沖海戦 
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黄海海戦   大回頭10分前   対馬沖海戦（第１合戦） 

敵はウラジオストックへ行く。
逃がさぬために全艦撃沈。
（ただし数日かけても） 

ウラジオストックへ行き、
整備してから再起する。 
多少の損傷は構わずに、 
日本艦の間を突破する。 

敵の行く先不明だが旅
順からの脱出は阻止。 

旅順港へは帰さぬし、 
外洋へ誘い出して破壊。 

ウラジオストック港へ行く。 
交戦は目的ではなくて、 
日本艦の間を突破する。 
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黄海海戦   大回頭５分前   対馬沖海戦 

１回目のＴ字航法をした。
通過阻止の圧力はかけた。
次回のＴ字で砲戦だ。 

敵はＴ字航法で通過しか
けている。少し左転して
後ろすり抜けを探ろう。 

黄海海戦の策と同じだ。 

こちらは直進のまま接近
して砲撃を早めよう。 

１回目のＴ字航法が終了。
通過阻止の圧力をかけ
て、次回のＴ字で砲戦だ。 
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間もなく砲撃距離だ。 
Ｔ字戦法で前方を塞げ。 
抜かれぬよう後ろ転回。 

間もなく砲撃距離だ。 

敵はＴ字戦法だが６艦し
かいない。前方を突破。 

東郷長官はどうしたんだ。
時期が遅いし、速度は
速いし、前向き転回だし。 

敵はＴ字戦法ではない。 
すれ違い戦法か奇策か。 
近づいたから砲撃開始。 

黄海海戦   大回頭０分   対馬沖海戦 
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黄海海戦   大回頭５分後   対馬沖海戦 

Ｔ字から並航になりそう
だが、旅順に戻られるよ
りはマシだ。砲撃用意。 

Ｔ字は避けられそうだ。 

並航戦しながら、前方突
破か後方突破か選ぼう。 

前向き転回で短期接近
できた。一発試射して距
離を測ったら一斉砲撃。 

去年と同じＴ字崩れの並
航戦法だった。去年と違
い予定の航路を進める。 
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黄海海戦   大回頭10分後   対馬沖海戦 

砲撃開始！左転されて 
距離があるので命中不良 

砲撃開始！ 
しばらく並航しよう。 

敵の先頭二艦が火災。 
これで船足が鈍る。 
１０分で半ば成功した。 

去年と違って、すぐに旗
艦がやられてしまった。 
司令長官命令が滞るぞ。 



黄海海戦と比べての違い 

 ロシア艦隊の航進が遅い。後続の小型船に合わせるため。 

 日本艦隊の航進が極めて速い。 

 日本艦隊が回頭して短時間でロシア艦隊へ向かって接近。 
 接近中は距離が変化するので、どちらの艦隊も距離を予測しにくい。 

 日本艦隊が回頭して並航戦になり速度を落とした。 
 並航戦は敵との距離が一定で、速度が同じなら砲の角度の計算が容易。 

 まず先頭の三笠が試射して着弾位置を観測し、距離と角度を修正した。 

 適切な距離や角度を他の艦へ通信してから、全艦砲撃を始めた。 

 ロシア艦隊は試射が不十分なまま全艦砲撃を始めたので命中しにくい。 

 見落としがちなのは時期（タイミング）の遅さ 
 Ｔ字戦法でＴの字を作るのには、遅過ぎる時期だった。 

 Ｔ字にするよりも、敵艦隊の先頭艦の船足を遅くするのが決め手だった。 

 先頭艦の船足が遅くなれば、後でＴ字にすることは可能。 
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我が隊も速度を落とせ。 

撃沈でなくてもよいから、
量と正確さで船足止めよ。 

黄海海戦   大回頭15分後   対馬沖海戦 
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黄海海戦   大回頭20分後   対馬沖海戦 

我が隊も速度を落とせ。 
後尾の突破はさせない。 
日本列島側へ圧迫する。 

左側に隙がない。 
まっすぐ進んでみよう。 
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黄海海戦   大回頭25分後   対馬沖海戦 

右転針！ 

敵の砲撃は当たらない。
転針を繰返して前進だ。 

敵は我が隊の後尾を突
破するのか。それとも、
旅順港へ帰るつもりか。 
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黄海海戦   大回頭30分後   対馬沖海戦 

右転針！ 

突破を阻止しつつ、旅順
港へ帰るのも対応だ。 

右転針！ 
敵の前方へ近づいて 
敵にも右転針を促す 

接近してきた。 
右転か左転か決心必要。 
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黄海海戦   大回頭35分後   対馬沖海戦 

旅順港へ帰させぬの
を優先。 
敵艦隊の前方へ急げ。 

敵はずいぶん先航した。 

敵の後方を突破しやすく
なった。左転針！ 

敵の砲撃力低下。 
急速接近する！ 
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黄海海戦   大回頭40分後   対馬沖海戦 

旅順港ではなく、外洋へ
突破されそうだ。 

去年と違って、日本艦隊
は長くて左突破は困難。 

右転針！ただし、いつか
は目的地に向かわねば。 
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黄海海戦   大回頭45分後   対馬沖海戦 

右転針！ 
改めて追跡する。 

撃沈でなくてもよいから、
執拗に砲撃を続けよ。 
石炭浪費と夜戦期待。 

司
令
長
官
負
傷 

敵の砲撃艦が増えた
し、進路変更が必要 
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黄海海戦   大回頭50分後   対馬沖海戦 

指揮艦を交代 
損傷艦に構うな 
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黄海海戦   大回頭55分後   対馬沖海戦 

敵は左転針のきざしあり。 
我が艦隊も左転針用意。 

左転針を試みて 
敵の対応を見る 
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黄海海戦   大回頭60分後   対馬沖海戦 

左転針中止。 
右転針！ 



目的と達成度 

 日本艦隊の目的：ロシア艦隊の全艦艇を撃滅 

 （結果的に）２日がかりの戦闘での最終目的であった 

 第一合戦では撃沈はなかったが、船足を止めるのに成功 

 最終的にも撃沈はそれほど多くなかったが、敵は降服、自沈
、逃避後の沈没・座礁などにより、艦艇をほぼ喪失 

 ロシア艦隊の目的：多くの艦艇がウラジオ港へ到達 

 損傷艦放置や個別行動への転換を企画していた 

 旗艦スウォロフの離脱など、少しは個別行動にしたが 

 三つの戦艦隊を早くから別行動にすべきだったか？ 

 日本の優秀さとロシア艦隊の稚拙さという事実はない 

 戦法以前の船足や時期の微妙な戦術レベルの問題 

 スポーツと同じで、どちらが成功しても不思議はない問題 
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海軍戦死者の祭典と祭詞 

 

2014.11.6 対馬海戦ゼミ教材の改版 48 



例大祭や敬礼 
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生存者 ＤＯ 
死亡 ＳＥＥ 

死後 ＰＬＡＮ 

 お寺が担当 
 形式科学 
 死後、万能の叡智へ 

 神社が担当 
 現実科学 
 実績を祝う 

 発展途上の人 



おわり 
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